
東京電力ホールディングス株式会社からのお知らせ

福島第一原子力発電所の廃止措置等の進捗状況
（2024年9月11日時点）
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原子炉格納容器の内部調査について
原子炉格納容器の内部に存在する燃料デブリや、構造物等の情報は、今後の燃料デブリ取り出し工法の検討に必要
な情報となります。これまでも原子炉格納容器内部にカメラや放射線測定器等を搭載した遠隔操作ロボットを投入し、
原子炉格納容器の内部調査を行うとともに、得られた情報をもとに次の新たな調査を計画・実施してきました。

■ 1号機は、ドライウェル（以下、D/W）※１1階と地下1階、およびペデスタル※２内と幅広く調査を実施してきました。
■ 2号機は、燃料デブリ試験的取り出しに向けた調査を実施してきました。
■ 3号機は、D/W1階（CRDレール※３近傍）含む、主にペデスタル内の調査を進めてきました。
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※１ 原子力圧力容器を包み込むフラスコ型の部分をドライウェル（D/W)と呼んでいます。
※２ 原子炉圧力容器を下部から支える、鉄筋コンクリート製の円筒状の構造物です。
※３ 原子炉の出力を制御するための「制御棒」を動かす装置の交換等に使用していたレールです。

今後の調査では、1号機と3号機の原子炉格納容器内部の情報取得を拡充していく計画です。(裏面へ)
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画像提供：国際廃炉研究開発機構（IRID）
※通称があるロボットには、通称を記載しています。
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今後の1号機・3号機　原子炉格納容器内部調査の計画について
燃料デブリの試験的取り出しの初号機となる2号機に続き、1号機と3号機についても燃料デブリ取り出しに向けた原子炉
格納容器の内部調査を拡充していきます。
具体的には、原子炉圧力容器の内部調査に繋がる調査や、堆積物の流出範囲の確認、および堆積物の組成に関する
情報を取得していく計画です。

※D/Wと圧力抑制室とをつなぐ管

原子炉格納容器の内部調査は、燃料デブリの取り出しのみならず、事故時の解析にも重要な情報となります。
調査を行う際には、周辺環境に影響を与えないよう、安全を最優先かつ慎重に作業を進めていきます。

1号機　改良型小型ドローン等による調査

3号機　マイクロドローン・ファイバースコープ等による調査

191×179×54mm

・カメラ感度向上
・飛行時間向上
・ドローン同士の
  無線中継　等

燃料が溶融したことで原子炉圧力容器底部には穴が開いていると
想定しています。その穴から原子炉圧力容器の内部調査が可能か
どうか、状態を確認します。

【原子炉圧力容器底部付近】

ペデスタル内側およびD/W地下1階で
確認された、塊状の堆積物について採取
し、その組成について分析を行います。

【ペデスタル内側、D/W地下１階】

1号機はペデスタル内側だけでなく、D/W地下1階エリアにも堆積物
が流出していたことから、ベント管※内部への流出状況について確認
します。

【ベント管内部】

燃料が溶融したことで原子炉圧力容器底部には穴が開いていると
想定しています。その穴から原子炉圧力容器の内部調査が可能か
どうか、状態を確認します。

【原子炉圧力容器底部付近】

ペデスタル内側で確認された、塊状
の堆積物について採取し、その組成
について分析を行います。

【ペデスタル内側】

1号機原子炉建屋 縦断面概略図

3号機原子炉建屋　縦断面概略図
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3号機はペデスタル内側に堆積物を確認しているが、ペデスタル
外側への流出状況については不明であり、流出しているとすれば、
地下階のペデスタル人員開口（人が出入りするために開けられた
通路）が有力であるため、当該箇所の状況をファイバースコープを
使用して確認します。

【D/W地下１階ペデスタル人員開口付近】


